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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

世代間交流等地域との気軽な交流を目指し、
様々な行事やだがし屋を行ってきている。さら
に、地域密着型支援として、旧生活支援ハウス
後の活用を期待されている。

誰もが住みやすい街づくりのため、地域密
着型サービスとしての機能をはたしていく。

〇旧生活支援ハウス後の活用を検討していく。
・町会、老人会や子ども会等への協力依頼。
・サロン等の開催。
・様々な人々のニーズを考えた取り組みを検討
する。

１年間

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

ナルク北海道福祉調査センター


